
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
恵
美
子
選

No.612
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投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

団
地
の
庭
に
記
念
樹
と
し
て
残
さ
れ
し

一
本
の
桜
が
満
開
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
堀
部
　
悦
子

マ
ン
シ
ョ
ン
を
か
す
め
て
五
羽
の
カ
ラ

ス
来
る
今
日
は
火
曜
の
ゴ
ミ
収
集
日
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

も
う
何
も
気
づ
か
い
す
る
な
と
母
は
言

う
先
短
き
ゆ
え
何
も
い
ら
ぬ
と
　
　
　
　
　
　
八
2

小
亀
美
江
子

母
出
か
け
老
い
し
父
と
の
二
人
酒
ま
た

聞
い
て
い
る
大
平
洋
戦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
2

本
木
　
稔

こ
の
春
の
う
れ
し
い
事
の
い
く
つ
か
を

さ
さ
や
く
よ
う
に
墓
前
に
告
げ
る
　
　
　
　
　
坂
3

武
笠
千
代
子

嬰
の
眼
の
追
つ
て
ゐ
る
な
り
吊
し
雛
　
　
　
　
桜
4

赤
池
せ
つ
子

霾
ぐ
も
り
小
仏
峠
越
え
に
け
り
　
　
　
　
　
　
里
　

石
田
　
実

初
蝶
の
止
ま
る
と
こ
ろ
の
定
ま
ら
ず

南
2

高
橋
　
節
子

鷹
舞
つ
て
梢
の
青
く
透
き
と
ほ
る
　
　
　
　
　
南
5

吉
永
　
広

内
曾
孫
初
節
句
な
る
祝
酒
　
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
船
津
　
美
恵

鳩
笛
の
聞
こ
ゆ
る
日
暮
れ
し
じ
ま
な
る
　
　
　
南
4

坂
内
　
恒
代

春
寒
や
神
燈
灯
る
闇
の
坂
　
　
　
　
　
　
　
　
本
1

河
崎
　
シ
ズ

心
地
よ
き
風
が
吹
く
な
り
雨
水
あ
と
　
　
　
　
桜
1

東
海
林
マ
サ

ま
だ
続
く
値
上
げ
ム
ー
ド
を
メ
デ
ィ
ア
告
げ
　
本
4

山
野
　
栄
子

桜
さ
く
ら
世
界
に
春
を
謳
歌
さ
せ
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

御
無
沙
汰
の
友
と
の
会
話
時
忘
れ
　
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

箱
根
路
で
富
士
に
出
会
っ
た
日
の
歓
喜
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

こ
の
道
の
回
顧
を
揺
ら
す
鈍
ぶ
い
感
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

陽
を
吸
っ
た
温
い
布
団
の
い
い
香
り
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

は
り
き
っ
て
三
坪
菜
園
ブ
ラ
ン
ド
化
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

春
が
す
み
黄
砂
花
粉
に
邪
魔
に
さ
れ
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

市
役
所
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
に
誕
生
し
た
福
祉
の
店
「
ひ

だ
ま
り
ポ
ッ
ポ
」
は
、
1
周
年
を

迎
え
ま
す
。
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
1
周
年
感
謝
セ

ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

5
月
20
日
（
火
）
〜
23

日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

内
　
容

パ
ン
・
野
菜
・
せ
っ
け
ん

他
1
0
0
円
均
一
セ
ー
ル
（
ご
来

店
の
お
子
さ
ま
に
ク
ッ
キ
ー
贈
呈
）

問
合
せ

ほ
っ
と
す
て
ー
し
ょ
ん
・

高
橋
t
1
2
8
4
・
5
8
0
3

募
集
職
種

介
護
支
援
相
談
員

募
集
人
員

1
人

応
募
資
格

介
護
支
援
相
談
員
の

資
格
を
有
し
、
実
務
経
験
の
あ
る
方

業
務
内
容

介
護
保
険
業
務

勤
務
条
件

週
5
日
（
30
時
間
）

賃
　
金

時
給
1
2
0
0
円

勤
務
期
間

20
年
6
月
1
日
〜
21

年
3
月
31
日

募
集
期
間

5
月
15
日
（
木
）
ま
で

応
募
方
法

履
歴
書
お
よ
び
資
格

証
を
持
参
の
う
え
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ

問
合
せ

同
協
議
会
（
や
す
ら
ぎ

会
館
内
）
1
2
8
5
・
2
0
5
0

介
護
支
援
専
門
員
証
交
付
手
数

料
の
納
入
方
法
が
県
収
入
証
紙
に

変
わ
り
ま
し
た
。
介
護
支
援
専
門

員
証
の
発
行
等
を
申
請
す
る
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

県
介
護
保
険
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
3
2
3
2

日
　
時

5
月
18
日
（
日
）
午
前

11
時
〜
午
後
4
時

場
　
所

辻
・
永
堀
商
店
街

内
　
容

浅
草
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ

ル
07
年
度
優
勝
チ
ー
ム
u
n
i
a

o
に
よ
る
サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド
（
2

回
）
ほ
か
盛
り
だ
く
さ
ん

問
合
せ

わ
ん
ま
い
る
丸
喜
屋
・

横
山
t
1
2
8
2
・
0
5
3
0

日
　
時

5
月
16
日
（
金
）
午
後

6
時
半
開
演

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー
「
ダ
ヴ
」

出
演
者

喜
久
亭
寿
楽
、
柳
家
せ

ん
八
、
神
田
き
ら
り
、
三
遊
亭
ぬ
う

生
、
三
遊
亭
金
翔
、
春
風
亭
一
左

参
加
費

2
0
0
0
円
（
予
約
）、

2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

会
・
上
田
t
1
2
8
5
・
6
2
0
8

日
　
時

q
5
月
15
日
（
木
）
w

6
月
18
日
（
水
）

両
日
と
も
午
前

9
時
45
分
集
合

内
　
容

q
室

内
あ
そ
び
、
園

庭
あ
そ
び
　
w

赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
室
内
・
園
庭
あ
そ
び

※
給
食
1
食
2
0
0
円
（
希
望
者

で
子
ど
も
の
み
で
す
。
w
は
離
乳

食
も
あ
り
ま
す
。）

※
食
事
の
み
ご
希
望
の
方
は
11
時

15
分
集
合
　
　

申
込
み

両
日
と
も
1
週
間
前
の

午
前
9
時
か
ら
電
話
で
。
先
着
順

に
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
合
せ

は
と
が
や
保
育
園
1
2

8
4
・
1
4
3
8

ひ
だ
ま
り
ポ
ッ
ポ
1
周
年

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
募
集

介
護
支
援
専
門
員
証
交
付

手
数
料
の
納
入
方
法
変
更

サ
ン
バ
de
永
堀
2
0
0
8

第
28
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

子
育
て
支
援「
す
き
っ
ぷ
」

自動車税は、コンビニ等でも納められます。
6月 2日（月）までに忘れずに納めましょう。
なお、自動車税収入額の一部は、 4 月に創設

された「彩の国みどりの基金」に積み立てられ、
県内の緑の保全や創出などに活用されます。
問合せ 川口県税事務所1252－3571

彩の国みどりの基金：県環境部みどり
再生推進室1048－830－3147

55 月は自動車税の納期です月は自動車税の納期です



日
　
時

6
月
21
日
（
土
）
・
22

日
（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
　
所

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県

支
部

内
　
容

非
常
食
体
験
試
食
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
技
術
取
得
・
応
急
手

当
（
止
血
法
）
・
災
害
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど

費
　
用

無
料
（
た
だ
し
、
教

材
・
保
険
料
と
し
て
5
0
0
円
か

か
り
ま
す
）

対
　
象

満
15
歳
以
上
で
、
両
日

と
も
参
加
で
き
る
方（
定
員
50
人
）

申
込
み
　
は
が
き
の
裏
に
第
1
期

希
望
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
5
月
21
日
ま
で
に

〒
3
3
0
｜
0
0
6
2
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
仲
町
3
〜
2
〜
23
日
本

赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
救
護
・
講

習
課
へ
郵
送
で
。
※
日
本
赤
十
字

社
埼
玉
県
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

同
支
部
1
0
4
8
・
8

2
9
・
2
6
8
1

5
月
25
日
（
日
）
に
開
催
す
る

「
第
43
回
鳩
ヶ
谷
母
親
大
会
」
の

場
所
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

（
日
時
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

日
　
時

5
月
25
日
（
日
）
午
後

1
時
半
〜
午
後
4
時
半

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー「
ダ
ヴ
」

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
母
親
大
会
実
行

委
員
会
・
宮
野
t
1
2
8
1
・
0

1
1
6

日
　
時

5
月
11
日
（
日
）
午
後

6
時
15
分
〜
午
後
8
時
半

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー「
ダ
ヴ
」

内
　
容

が
ん
検
診
と
健
康
管
理

※
定
員
1
5
0
人

問
合
せ

N
P
O
法
人
は
と
が
や

1
0
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
熊
井
t
1

0
9
0
・
3
5
7
3
・
6
3
4
1

〜
み
ん
な
で
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を

作
っ
て
み
よ
う
〜

日
　
時

5
月
10
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
午
後
1
時

場
　
所

西
公
民
館

内
　
容

料
理
実
習
（
ア
ラ
ビ
ッ

ク
パ
ン
、
ワ
ン
タ
ン
ス
ー
プ
）

参
加
費

1
人
3
0
0
円

問
合
せ

学
校
給
食
を
考
え
る
会

・
栗
原
t
1
2
8
1
・
6
9
0
2

d
の
行
程
、
雨
天
決
行
）
※
コ
ー
ス

は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。
参
加

者
に
缶
バ
ッ
チ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
合
せ
　
埼
玉
高
速
鉄
道
1
1
0

4
8
・
8
7
8
・
6
8
5
5

期
　
日

5
月
27
日
〜
6
月
18
日

（
月
曜
休
館
）

場
　
所

県
立
近
代
美
術
館
（
北

浦
和
駅
西
口
徒
歩
3
分
）

内
　
容

日
本
画
・
洋
画
・
彫

刻
・
工
芸
・
書
・
写
真

問
合
せ

県
教
育
局
市
町
村
支
援

部
生
涯
学
習
文
化
財
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
6
9
2
1

問
合
せ

全
国
送
葬
支
援
協
議
会

鳩
ヶ
谷
支
部
・
前
田
t
1
2
8

3
・
8
3
5
7

日
　
時
　
5
月

31
日
（
土
）
午

前
9
時
〜
11
時

に
受
け
付
け

集
合
場
所

埼
玉
高
速
鉄
道
・
新

井
宿
駅

内
　
容
　
新
井
宿
駅
〜
川
口
市
立

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
〜
薬
王
寺
〜

稲
荷
神
社
〜
見
沼
通
船
堀
〜
川
口

自
然
公
園
〜
東
沼
神
社
〜
無
量
寺

〜
大
崎
公
園
〜
浦
和
美
園
駅
（
約
10

日
　
時
q
5
月
31
日
（
土
）
午

後
2
時
〜
4
時
w
6
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
半
e
6
月
22
日

（
日
）
午
後
2
時
〜
4
時

場
　
所
　
q
市
民
セ
ン
タ
ー
w
と

e
は
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
く
ら

内
　
容

q
「
相
続
と
遺
言
セ
ミ

ナ
ー
」
w
「
あ
な
た
の
お
葬
式
い

く
ら
？
」
e
「
子
育
て
に
関
す
る

雑
談
会
」
※
費
用
は
無
料
で
す
。

講
　
師

q
茂
木
高
次
氏
（
行
政

書
士
）
w
鎌
田
明
氏
（
N
P
O
法
人

全
国
送
葬
支
援
協
議
会
副
理
事
長
）

定
　
員

各
40
人
（
先
着
順
）

11
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学
校
給
食
を
考
え
る
会

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
セ
ミ
ナ
ー

市
民
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

5 月11日（日）は「看護の日」です。
県看護協会では、「そごう川口店」10階ダリ

アルームで、血管年齢など生活習慣病に関わる
各種測定を無料で実施します。
日　時 5 月11日（日）午後 0 時～午後 3時半
問合せ 県看護協会第 7 支部（済生会川口総合

病院内）1253－1551

生 活 習 慣 病 に 関 わ る
各 種 測 定 を 実 施 し ま す

第
58
回
県
美
術
展
覧
会

鳩
ヶ
谷
母
親
大
会

S
R
沿
線
ハ
イ
キ
ン
グ

秋
田
県
出
身
の
若
い
ご
夫
婦
と

知
り
合
い
に
な
っ
た
。
市
内
の
マ

ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
3
年
目
だ
そ

う
で
、
秋
田
の
話
を
楽
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
る
。私
も
つ
ら
れ
て
、

田
舎
の
こ
と
を
話
す
よ
う
に
な

り
、
互
い
の
ふ
る
さ
と
自
慢
に
花

が
咲
き
、
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
る
。

私
は
、
栃
木
県
北
部
の
那
須
塩

原
市
の
出
身
で
あ
る
。
我
が
国
最

大
の
扇
状
地
で
あ
る
那
須
野
が
原

台
地
に
発
展
し
た
街
で
、
扇
状
地

特
有
の
伏
流
水
の
た
め
「
水
」
に

恵
ま
れ
ず
、
江
戸
末
期
ま
で
は
、

無
人
に
近
い
荒
野
だ
っ
た
。

明
治
に
入
り
、
殖
産
興
業
と
し

て
「
開
拓
」
が
始
ま
り
、
明
治
18

年
の
那
須
疎
水
の
完
成
を
期
に
、

明
治
の
元
勲
た
ち
に
よ
る
大
規
模

農
場
が
経
営
さ
れ
、
地
域
の
基
礎

が
造
ら
れ
た
。
野
火
止
用
水
が
あ

る
新
座
市
と
は
、
疎
水
が
ご
縁
で

友
好
都
市
と
な
っ
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
が
実
施
さ
れ
れ
ば

ふ
る
さ
と
の
た
め
少
し
は
協
力
し

よ
う
と
覚
悟
も
し
て
い
る
。

私
は
、
先
の
市
長
選
挙
で
、
残

念
な
が
ら
「
よ
そ
者
」
と
言
わ
れ
、

苦
い
思
い
を
し
た
。
今
、
話
題
と

な
っ
て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
年
齢
に
よ
る
線
引
き
な
ど
と

相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
、
他
県
出
身
の

方
々
の
中
に
は
、
近
所
の
方
か
ら

一
線
を
引
か
れ
て
し
ま
い
、
言
う

ふ
る
さ
と
を
語
ろ
う

に
言
わ
れ
な
い
苦
し
さ
や
悔
し
さ

を
味
わ
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

さ
て
鳩
ヶ
谷
市
を
含
む
県
南
地

域
は
、
人
口
の
流
動
化
が
極
め
て

激
し
い
。
鳩
ヶ
谷
市
で
も
転
入
転

出
人
口
は
年
間
7
千
人
を
超
え
、

計
算
で
は
7
〜
8
年
で
全
て
の
人

が
入
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
鳩
ヶ
谷
市
を

ふ
る
さ
と
と
す
る
世
代
が
確
実
に

増
え
て
い
る
。そ
し
て
近
い
将
来
、

こ
の
世
代
が
、
こ
れ
ま
で
存
在
し

た
で
あ
ろ
う
「
心
の
壁
」
を
取
り

払
い
、
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と

の
事
を
大
き
な
声
で
語
り
合
う
市

に
な
り
た
い
と
思
う
。

知
り
合
い
の
ご
夫
婦
は
、
今
、

奥
さ
ん
が
出
産
の
た
め
秋
田
に
戻

っ
て
い
る
。
無
事
の
出
産
を
祈
る

と
と
も
に
、
鳩
っ
子
の
成
長
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
。


